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　21世紀に向けて，工学における設計・デザインに人聞感性を取り入れた教育・

研究の重要性が認識されている。平成8年度，山口大学工学部に「感性デザイン

エ学科」が新設された。新学科は，空間デザイン学，ヒューマンインタフェイス

学，及び感性基礎学の三大講座で購成される。本稿では，新学科の設立の経緯，

教育理念及びカリキュラム等を紹介するとともに感性デザイン工学研究のあり方

を展望する。

　キーワード：感性デザイン工学，建築・映像デザイン，ヒューマンインターフェイス

　The　importance　of　humanつriented　design　and　engineering　is　well
recognized　nOwadays．　It　is　desired宅o　take　a　totally　new　perspective　of

education　and　research　focusing　on　human　々αノ～∫の（roughly，　sensitivity；

faculty　of　perception　arユd　cogni宅ion）、　In　1996　the　Department　of　KANSE王

Design　and　Engineeri嶽g（PerceptuaP　Sciences　and　Design　Engineering）was

devised　in　Yamag疑chi　Universi亡y．　The　new　department　consists　of　three

divisions：Space　Design，　Human　Interface，　and　Perception　and　COgnition

Basics．　In　this　report　are　outlined　the　procedures　through　which　the

depar鵬ent　was　devised　with　what　educational　concepts　and　research

prospects．

壌．はじめに

　平成8年度，山縣大学は…般教育と専門教育の改善を

行うと同時に教養部の発展的解体を行った。大学金体の

計画整備を行いながら，学部教育の…貫体制を進めてい

る．その申で本学工学部に建築及び映像デザインを中心

とする感性デザイン工学科を萩設した。新学科では真に

豊かな21世紀の生活環境に貢献する入材の育成を目的と

して，入や自然環境に優しい科学技術や人問の感性と調

和する“新しい工学”の在り方に関する教育と研究を行

う　こうした次世代を担うための先進的理念を持つデザ

イン系学科は，他大学に類を見ない。近年，「感姓」をキ

ー ワードとする多くの学術研究mやプロジェクト〔2｝が推

進されている，この中で，国立大学初の「感性工学科」

は曲，平成7年度信州大学繊維学部に設置されているが，

建築・映像デザインを中心とする当学科とはコンセプト

を異にする．本報告では当学科の設立理念やカジキュラ

ムを紹介すると共に，感性デザイン工学の在り方を展望

する．

2．設立理念

　戦後，臼本の大学の工学部が日本の経済界，産業界の

発展に大きな役割を果たしたことは，世界的な評価を得

ている所である。しかし，この間の工学部における科学

技術の追求は，大量生産，高効率化，高機能化による人

類への頁献であったことは否定できない。今臼，高度情

報化社会及び高齢化縫会において，生活の質が見直され

ている、従来，「物の豊かさ」を追求するあまり，「人間

らしさ」，「自然との調和」，「景観の保全」等の「こころ

の豊かさ」が充分考慮されていなかった（写真1イメー

ジ参照）。人間の生活と臼常的に深く関わりを持つ「都市

設言到，環境設計」，「空間デザイン」など生活環境の分

野では，21世紀に向けてこのような視点が重要視されて

いる働。また，生活環境の分野を始めとして，ヂこころの
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写真1　人間環境と調秘する自然環境のイメージ（中国のポプラ並木）
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「生活空問の美しさ」の創成を羅標とし，工学に人間感

性を取り入れた広い意味の建築学・映像工学の教育と研

究を行う。特に，発達の著しいコンピュータ・テクノロ

ジーをベースとした設計・空間デザイン（CAD）及び映

像処理・表現（CG）等の、、技術面”と，認知科学・計量

心理学的な立場から人閤心理や惑性を科学的に捉え分析

・ 表現する“ハート面”の両者の連携を重視する。すな

わち，感性を科学的に手星える簾礎学問と「人をノ〈ψ，にす

る」立場からの生活空間・映像デザインとの両藤から「感

性デザイジ1こ学」を具現化する教育・研究を日指す（図

1参照〉，

感性の解析と表現・シミュレーション

遡
シミュレーション

　感牲解栃

　多変量解析
偉号処理　雷譲憾性学

竜・ラ謝ト感性デ．タペース

感牲表現

視覚工学
映像異現
コンピュータ

クひラフィフクス

　ハ9一チヤルリアリティー

人聞工学　窒間シミュレーション

光音環境　温塗環境

　環境アメニティ

図1　感性と調和する生活窪間の創成を目指す感性デザ

　　　イン工学

豊かさ諺と共にそれを反映・実現させる「技術」を持っ

た人材が新たに要求されている15｝細。

　こうした社会からの要請に応えるべく，山口大学では

全国に先駆けて感性デザイン工学科を工学部に新設した。

薪学科設置の社会的背景としては，さらに，1）工学部卒

業者が製造業界以外の分野でも必要である，2）地域に密

着し地域が必要とする人材の供給が大学に求められる，

3）21世紀を展望するとき女性の社会への貢献が期待され

る，等の状況が挙げられる。感性デザイン工学科は「心

を忘れかけた現代（いま），感性を工学に生かして，建築

・映像デザインの次世代（みらい）を築く！」をコンセ

プトとする。そこでは「人に優しい科学技術」に加えて

3．講座構成と研究分野

　感性デザイン工学科は9教育研究分野を持つ3講座よ

り構成されている。それらは，a）感姓造形，構造デザイ

ン，生活空間デザインなどの建築デザイン工学を担当す

る空間デザイン学大講座，b）人間環境工学，視覚工学，

映像表現学などの映像・環境デザインを担当するヒュー

マンインターフェイス学大講座，及びc）人間感性学，感

性計測解析学，感姓表現学などの人間心理・感姓の解析

・表現を担当する感性基礎学大講座から成っている。こ

れらの大講座は，それぞれ3つの教育研究分野を持って

おり，その内容は下記の通りである。

a）空間デザイン学大講座

　この大講座では，次世紀に向けた豊かな生活環境と都

市・地域空問の創造を支える，感性を取り入れた空問設

計技術とデザイン能力の育成に関する教育研究を担当す

る。感性空間を表現するための造形技能，快適な生活空

間を創造するためのインテリアデザイン，建築空間デザ

イン，及び快適で美しい景観を備えた地域空間を創造す

るためのアーバンデザイン，ランドスケープデザインに

関する教育研究を行う（図2イメージ参照）。

b）ヒューマンインターフェイス学大講座

　この大講座では，人間の感性を反映した設計を行うた
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図2　建築デザインのイメージ
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図3　ヒューマンインターフヱイスのイメージ．山口大

　　　学工学部感性デザイン工学科のWWWホームペー
　　　ジ（瞳tp：／／www．kde．yamaguchi。じ．ac．lp）

めのヒューマンインターフェイス技術に関する教育研究

を担当する。感性応罵設計の数理としての人間工学・環

境工学，及び感性表現の主要な媒体である視覚映像工学

に関する教育研究を行う。特に，感性空問創造支援のた

めのグラフィクス工学やバーチャルリアリティシステム

に関する教育研究に重点的に取り組む（図3イメージ参

照）。

c）感牲基礎学大講座

　この大講座では，人に優しい空間設計技術を開発する

ために必要な，入問の心理や感性あるいは入聞行動に関

する教育研究を担当する。特に，最近の計量心理学的手

法や感性情報計測手法によるヒューマンオリエンテッド

なアプローチの導入を計る。すなわち，入間感性と調和し

た空間設計技術を開発する上で重要となる感覚・知覚生理

学，感性行動学，計量心理学，感性データベース，感性言牽測・

解析等の教育研究を重点的に行う（写真2イメージ参照）。

写真2　生活窒間デザインのイメージ

4．カリキュラムの概要

感性デザイン工学科の薪入生（平成8年度定員50名に対

して60名入学）は，山口市吉照キャンパスにて共通教育課

鼠を中心に学び，2年次からは宇部市常盤台キャンパスに

表壌　教育研究分野の構成と童な教育研究内容

講　　座 教育研究分野 主な教育研究内容

空間デザイン学講座

感性造形学

構造デザイン学

生活窪間デザイン学

造形学、デザイン史、インテリア・建築設計工学

空間構成材料学、空間構造工学、構造設計工学

都市空問デザイン学、環境デザイン学、ランドスケープデザイン学

ヒューマンインターフェイス学講座

人聞環境工学

視覚工学

映像表現工学

体感工学、環境アメニティ工学、空間環境工学

視覚工学、画像工学、画像処理学、

CAD工学、コンビュータグラフィクス、仮想空簡シミュレーション学
　雪　　　　　　　　　　　　○

感性基礎学講座

　　　　　　　●
人間感性学

感性計測解析学

感性裏現学

　　　ρ　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　　O

認知構造学、感性行動学、社会心理学

感覚・知覚生理学，感性データベース、多変量解析学

書語感性蓑現学、視覚表現学、感性情報学
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て專門科践を学ぶ。学部の一貫教育を行うため，共通教育

と並行して1年次よりパソコン導入教育を中心とする「感

性デザイン工学入門」，「図学・同演習」や「認知構造学」等，

専門の基礎となる科陰も履修している。学生は，緬人の興

味や将来の進路に応じて自由に課目を選択し，4年次へと

進級する。少人数教育の中で，それまでに修得したデザイ

ンを始めとする技術力，自然を探求する嗣や問題解決能力

を飛躍させながら，卒業論文をまとめる。表1に各大講座

における教育硬究分野の構成と担当する主要な専門カリ

キュラムを示す。

5．おわりに

　本大学の貝指す感性デザイン工学は，

（1）人閣心理や感性を科学的に捉える計測・解析手法。

（2＞各個人が自分の感性で捉えた情報の伝達や表現手法。

（3＞人間の感性と調和する自然環境・地球環境のデザイン。

（4＞生活・人間環境としての建築・映像デザインの創成。

などを教育・研究の第一瞬標とする。

　近年のメディア技術やコンピュータ技術の急速な進展

を背景として，文系と理系，理学と工学，芸術と技術のよう

な従来の学問領域の枠にとらわれない自由な発想が必要

になっている繊15）。感性デザイン工学という新しい分野の

発展は，いわば21世紀につながる学問のルネッサンスの開

花の一つとして期待される。従って，当学科の学生諸君や

受験生言者君ζこ‘ま，

（11理系の枠にとらわれずに広く知識や技術を吸収する。

②　アートをエンジニアリングとして表親する。

（3）自立心，独立心が強くベンチャースピリッツを持つ．

等のアグレッシブな気概が望まれる。

　現在，本学の感姓デザイン工学科は，外圏人教員を含む

語学系教官6名，理学系教密2名，建築系教官2名，映像処

理系教官2名，及び機械系教官2名の計14名で構成されて

いる。来年度，造形，視覚心理及びコンピュータグラフィッ

クス系を含む教官数名の参加が予定されている。学生の専

門教育課程への進学とともに，スタッフの充実による学科

の躍進が期待される。
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